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会  議  録 

会議名称 第３回伊那市文化財保存活用地域計画作成協議会 

日  時 令和５年８月１７日（木）午後１時 58 分～午後３時 36 分 

場  所 伊那市役所 ５階 501 会議室 

出 席 者 協議会委員 会 長 

副会長 

委 員：８名 

 事務局 教育長 

教育次長、 

生涯学習課 課長 

文化財係 係長 

係員３名 

議  題 下記のとおり 

議 事 内 容 

１ 開会（13：58）司会進行：課長 

２ あいさつ 

教育長あいさつ 

新委員自己紹介 

３ 会議事項（進行：会長） 

会長：それでは皆さんの手元にプリントがいっているかと思います。あと膨大な資料

があろうかと思いますが、事務局で検討して作成していただきました。現状までの

間に練に練った案だろうと思いますので、率直に皆さんのご意見をいただきなが

ら、進めていきたいと思います。暑い中ですがひとつよろしくお願いいたします。

それでは、会議事項（１）のところ、この件について協議事項には第 5 章、6 章、

7 章、8 章、9 章とありますが、全部やるとその後ご意見では長すぎるので、5 章、

6 章のあたりまで事務局から説明していただいて、皆さんの意見をいただく、そん

なかたちにしていきたいと思います。それでは事務局、よろしくお願いします。  

（１）伊那市文化財保存活用地域計画（案）の検討について 

＜協議項目＞ 

○第５章 文化財の保存・活用に関する基本理念 

・基本理念の確認 

○第６章 文化財の保存・活用に関する課題と目標 

・第６章の構成の変更について  

・１ 歴史文化資源の保存・活用に関する課題について 

・２ 文化財保存・活用に関する基本目標について  

・第６章の構成図について 

○第７章 文化財の保存・活用に関する措置  
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・第６章の「具体的な取り組み」ごとに、より具体的な事業について  

○第８章 関連文化財群（118～146 ページ） 

・関連文化財群の設定について  

○第９章 地域区分及び保存活用重点区域の設定と方針  

・重点区域の設定ついて 

第 5 章、第 6 章の説明。（説明：係長） 

会長：今説明していただきました、5 章、6 章、その前段もあったわけですが、皆さ

んのほうからこれに関わるご意見、ご質問等ありましたらお願いします。どんな角

度からでも結構ですので、ご意見いただければと思います。どんな些細な事でも結

構ですので出していただけますか。  

委員：基本目標のところで、具体的な取組が、割と具体的にこういうことをするのだ

なということがわかりやすく書かれているところが多くていいなと思いました。

P106「（1）文化財指定・保護などの推進」、「（2）文化財所有者、保護団体等への

支援」ここの 2 つあたりは、課題でいわれていることとあまり違いがないのかな

と。他のところの項目に比べて具体的なところが、2 つについては分かりづらかっ

たかなと思う。 

会長：P106 のところ、「具体的な取組み」（1）（2）のところ、事務局どうでしょう。 

係長：その辺につきましては、改めて見直しをさせていただいて。確かにちょっと分

かりづらい部分もありまして大変申し訳ないです。これが次の第 7 章の措置に繋

がっていく部分ではありますが、分かりづらいということであれば、表現について

は考え直していきたいと思います。そういった形で次に繋がっていくということで

ご理解いただければと思います。  

会長：文化財の指定・保護等の推進、文化財所有者、保護団体等の支援というあたり

ですね。これを具体化していく場合に非常に大事な部分になろうかと思いますが、

そのへんもひっくるめて、事務局のほうで再検討をお願いしたいと思います。  

係長：表現についてはもう一度。 

会長：他にはどうでしょう。「知る、活かす、守る」という流れの中で、具体的に説

明をだいぶ苦労して作られているなという感じがしますが。それでは、続いて 7、

8、9 も関連する部分もあろうかと思いますので、説明いただけますか。  

第 7 章、第 8 章、第 9 章（説明：係長） 

会長：ありがとうございました。9 章まで説明していただきましたが、いかがでしょ

う。ここのところはどうなんだという質問も結構ですので出していただければ。私

のほうからひとつ、最後のところで拠点施設、そして重点区域を設定するという、

この目的というか目指すものは、どういう根拠でこういう風な発想で設定したので

しょう。 

事務局：保存活用重点区域という形で、伊那市域を３つに分けて、区域という形で設

定を今回させていただいています。やはり、いままでも地域の特性を活かして、地

域でまとまりをもって保存活用を進めている文化財というものがやはり沢山あり、
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近年特に市としても、地域としても力を入れて行っているものを重点的に守ってい

くために、区域の設定というのを改めてする中で、保存活用の方針をそれぞれ掲げ

させていただきました。こういった重点区域を設けることによって、その中に特に

拠点になるような施設がありますので、そういったところを中心に、より身近な地

域のことに関心を寄せながら、そしてそれが伊那市全体においても、ここが重点区

域なんだという認識を持って保存活用ができようにというようなそんな意識の中

で、重点区域を設定させていただいています。 

会長：伊那の創造館なんかは、特別展やったり色々な企画があったりして、確かに一

生懸命努力されているのだなということがわかります。そういう意味では、こうい

う風な形で、むしろその地域の情報交換あるいは、色々な資料を集める拠点として、

そういうように考えて、その活動を活発にしていくことは、大事なことだろうと思

います。長谷なんかも、確かに、長谷の公民館の中に化石があんなにあるというこ

とを知っている人は、市民の中でも非常に少ない気がする。ですから、ああいった

ところの、要するに、人がもうちょっと気楽に出入りできるような、そういう場所

として、こういう拠点も大いに働きかけをしていくというような、そういう場所に

なっていけばいいかなと思っています。さて、他には何かありましょうか。  

委員：今のと関連して、これは別に言ってもどうしようもないことなのですが、文化

財資源が存在する地域というのを見ていったりすると、私の住んでいる手良が登場

する数が非常に少なくて、そういう地域なのだなという、だからといって、なにか

増やしてくださいということではなく、すごくたくさんある地域と、2 つくらいし

か載っていない地域とがあって、それもまた新たな手良の課題かなと思って見させ

ていただきました。これは別にどうのこうのしてくださいではなく、感想です。  

会長：ありがとうございました。それに関連したような問題はどうでしょう。  

委員：やはり文化財という言葉が、すごく高尚なものというイメージが強くて、各お

家にあっても「こんなものゴミだ」という、文化財と思わない方がすごくいらっし

ゃるのなかなと思い、文化財の新しい発掘という中でも、やはりいま管理してくだ

さっている方が、もしかしたらこれは文化財なのかもしれないと思えるような、な

にか発信というか、そのようなことを細かく出していってもらったほうが、興味が

もっと湧いてきて、先ほど言われたような施設に運んでみるとか、というようなと

ころに繋がっていくのかなという気がします。やっぱ文化財というと高尚なもの、

「こんなものは文化財じゃないや」という思いが強いかなと思いました。  

委員：P148 に、色々な拠点施設が写真で載っていますので、具体的にどういうとこ

ろなのか、どういう建物なのかというのも、場所もよくわかるなと思いました。特

に、長谷公民館がこんなに立派でよい雰囲気があるところだといまここで初めて知

ったのですが、この文化財とかそういうものを観光資源としてという文言も出てき

ましたけれども、観光客が来た時に、伊那市のどこを案内すればよいのかという時

にそれが出てこない。どこを案内すれば、伊那市の歴史とか、よく他の地域に行く

と、そこの有名人の博物館があったりとか、それがそんなに有名じゃなくても、そ
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れをどこかにうたってあるとか、町のどこかにその看板があるとか、パンフレット

に載っているとかというようなことで、すごく目立って、そこに初めてその地域に

行った人がちょっと行ってみようかなというようなことも思うのですが、伊那市に

ついては残念ながら創造館とか高遠博物館とか、特にこの長谷公民館とかいうよう

なところも、あまり宣伝を強調していない、観光客用にあまりないようなそんな気

がする。観光資源としてこれを使って、外部からも伊那市というものを知ってもら

ってということもうたっているので、ぜひこれを存在というものを保存するだけで

はなく、外に向けて発信する方法というのも、強調して載せておいてもいいのかな

ということを感じました。それともう一点、色々な取り組みの具体的な中で、取組

み主体というところで、誰がやるかというのがすごくわかりやすく記載されてい

て、どういう役割かというのがよくわかってすごく良い表だなと思いました。ちょ

っとお聞きしたいのが、企業団体というところで、企業の役割というのは具体的に

どういうことをすればよいのですか。もし、会議所関係でなにかこういう文化財と

か、こういうものがありますよと、なにか広報するとか話題に出す時に、企業の役

割というのを具体的になんて言えばよいのかと思いまして、今日でなくてもいいの

ですが、次回でもよいのですが。  

係長：P158 の 10 章の推進体制の中で触れている部分ではあったのですが、「（5）各

種団体・地元企業の役割」のところで、「歴史文化資源を活かしたイベントなどの

企画と運営を行うなど、歴史文化資源の保存・活用を通した地域活性化の取組みを

検討します。」こういったようなイベントに対しての予算であったり、直接携わっ

ていただいたりというところで、ご協力いただけるのかなと思います。  

委員：わかりました。主に、では観光協会とか、例えば旅行会社が色々企画した時と

か、そういうものの周知だとか、協賛となるとお金が発生してきてしまうかなと思

うので。そんなところも具体的にこういうものがあればというものが今後もしあれ

ば、また教えていただければと思います。  

会長：関連してなにかありましょうか。今観光会社の話もちょっと出ましたが。  

副会長：先程事務局の説明をありがとうございました。まず「知る、活かす、守る」

を総合的に観光という切り口で考える時に、文化財は教育などの多様な役割があっ

て、観光に直接繋がらないものが沢山ある。日本全国どこでもそうです。その中で、

多種多様な文化財の実態や特性について、伊那市の皆さんが正しく認識している

か、又は、認識されているか、理解していただくためにはどうしたらよいか。まず、

そこをきちんと整理する必要があると思っています。文化財は、劣化とか破損によ

って価値が失われやすい。ですから、公開して何でも全てを見せればいいというも

のではないと思っています。保全を確保できる範囲のものしか見せることはできな

いと思いますし、そのための専門人材も当然限られています。これは日本どこでも

同じ現象です、文化財に関しては。うまく文化財側と観光側と連携することは必要

なのですが不十分です。例えば、文化庁と観光庁が一緒にやっているかと言えばそ

うではないですし、漸く始まったばかりなので、ですから観光部署の協働、協業が
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これから求められると思っています。ぜひ、とっておいた文化財、とっておきの文

化財を見せるためにどうするかということは、皆さんでこれから色々整理して、順

番も予算もあるかと思いますが、協議していただければよいかなと思いました。  

会長：ありがとうございました。参考にして、やはりこの色々な縦割りの行政で、横

との繋がりがいまいちということなのですね。特に観光との兼ね合いが非常に大事

かなと。こういうのがあるのに知らないとか、先ほど委員から出ましたが、まず知

ることが原点だろうと思いますが、そういう意味では、拠点作りということも言っ

ていたので、そういったところに情報が集まり、発信していく、そういう部分のよ

り活動を盛んにしていく必要もあろうかなという感じもしています。他に何かあり

ますか。 

委員：「知る、活かす、守る」ということで一応順番となっていて、「知る」は一番に

くるのは非常によくわかります。活かしながら守るというのか、守りながら活かす

というのは同時に行われてもおかしくないかなという感じがして、例えば、市の文

化財に指定されてから活かすということもあるでしょうし、これだと活かす方が先

になっているので、活かしていきながら指定を受けるということなのかという辺り

は、2 と 3 については同時に進んでいくのかなという気もするのですが、その辺は

どうなのでしょうか。読み落としているかもしれませんが、すみません。  

事務局：前回の協議会でも、委員からこの３つについて「守る」が一番上にくるべき

ではないかというご発言をいただいたこともありました。事務局としましては、こ

れは順番でやっていくという風には考えていなくて、この「知る」と「活かす」と

「守る」３つが常に関わりながらお互い補完しながら補い合っているというイメー

ジで作っています。ですので、おっしゃるとおり活かすことにより知ってもらえて、

それが守ることに繋がっていくということもありますし、それ以外にもそれぞれ関

わり合いながらというところがあります。これは、どうしても紹介する順番として

1、2、3 という順序をつけなくてはならなかったのですが、これはこの順番で手立

てを進めていくという意図ではありませんのでこのような形です。お願いします。 

会長：実際の活動においては、お互いに微妙に重なっているところがもちろん出てく

るでしょうし、どっちが先、後のような問題ではないような気がしますが、もしそ

のことについて関係したような事例があればどうでしょう。石工について、どうで

しょう、「知る、活かす、守る」ことと関係して、実際に活動されていて、石工が

あることは知っているが、しかし余計に最近知られてきたのではないかなと感ずる

とか、具体的に取り組む時に、こんな風な部類に力を入れながらやっていけばいい

のではないかなというような提言がありましたら、どうでしょう。  

委員：石造文化財、日本全体そうなのですが、数が多すぎて、優れたものからそうで

ないものまで非常に数があるので、悉皆調査をしても何が優れているのか、そして、

作り手だけでも高遠石工の場合は 1,400 人以上の名前がわかっていますので、そ

んなようなことを考えると、どういう形で、その悉皆調査をすることは大事なので

すが、やっぱり強弱をつけて情報発信をするということが一つ。例えば、守屋貞治
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という名工がいるわけですが、その優れたものを、しかも 6 章のところで文言を工

夫していただければと思ったのですが、「知る」というところですね。情報発信の

中でも優れた情報を作るということがまず大事ですね。網羅的な情報を発信しても

受け手が受け取り切れない。ですから、そうした基礎資料はあるのですが、情報発

信は思い切って引き算で、良いものだけを、しかもビジュアル的にも、これまでの

先生たちが、大変失礼ですが、家族写真も撮ったことのない先生たちが、文化財を

バカチョンカメラで撮ったものが色々な資料に載っているわけですが、今後そうで

はなくて、優れた写真、優れた映像が必要になってくる。それを今ＳＮＳ等でも、

たった１枚の雲海の写真を撮っただけで、そこに何万人も海外から来るような時代

になっていますので、優れた情報を作る。それは、ビジュアルもそうですし、文書

も短くて心をとらえるようなものを作る。そこから先は自分で学んでいくというス

タイルがいいのではないかなという気はしています。高遠石工でも、私が見ていな

いものも上伊那郡内にはたくさんあるのですが、その中で、どういうものを発信し

ていけばいいのかというのが、私たちのテーマでもあります。どこかに優れた情報

作りと、それはわかりやすいということでもよいのですが、それを少し、これまで

の情報発信からスタイルを変えていくという、そういう時ではないかなと思いま

す。もう一つ、非常によく書かれていて、色々な課題なんかもあげられているので、

これを中心にそれぞれの人が、市民、市役所、企業なんかが何か取り組んでいくこ

とが大事ですが、普段感じていることで言うと、これだけ膨大な文化財を市の職員

たちが拠点施設でそれをリードしていくことは多少無理があると思う。ですから、

例えば飯田だと美術博物館なんかが網羅的にあって、そこが市民との橋渡しという

か、気軽に入れて色々なものを知れるスペースになっている。やや伊那市はそうい

う意味では、先ほどどなたおっしゃいましたが、文化財を見に行くちょっと敷居が

高いというか、各施設が、いまの拠点施設も。図書館とかのもう少しこういうもの、

図書館の展示、それから役所なんかも、入口にわかりやすいそうしたもの、橋渡し

をしていく。伊那市は文化を大事にしているのだという、そんなような都市になる

には、役所そのものも、展示や、入った時からの色々なものが変わってくる必要が

ある気がしています。全体としてはそんな２点のことを今感じています。 

会長：貴重なご意見ありがとうございました。他にはどうでしょう。  

事務局：今文化財の敷居が高いというところで、二人の委員にご意見いただきました

が、確かに有形文化財、無形文化財というと何をということになってしまいますの

で、実は、序章のところで、P14「本計画における文化財（歴史文化財資源）の定

義」という風に、難しくは書いてしまっているのですが、私たちの身の回りにどん

な文化財、指定されていないがどんな歴史文化資源があるかということを説明した

ページがありまして、これも「知る」のほうに繋がっていくのですが、このページ

だけが確かに身の回りにどんなものがあるか説明しきれていないと思います。とて

も大事なページかなと思いますので、こういった図は付けているのですが、もっと

具体的に図をつけたりですとか、中学生が見てもこれが歴史文化資源なんだな、身
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の回りに身近なところにこんなものがあるなというものを、充実したページにして

いきたいなと思っています。 

会長：P14 に、文化財の定義というものをまとめていただいてありますが、  

委員：最後の方に 8 章、9 章、10 章あたりストーリーとテーマという言葉が出てき

て非常によいと思うのですが、先程私が言ったわかりやすい発信という中で、語り

部、ストーリーテラーですね、展示ではなくて人が人に伝えていく。これがやはり

一番伝わる。例えば、古墳でもそれをチャーミングに話せる方がそこで子ども達や

来訪者に伝えると、グッと心を掴んで、それぞれの文化財にストーリーがあるので、

それを良いストーリーを作って、しかも語れる語り部、ストーリーテラーを作って

いくということが大事。それは市民の中に、例えば、東春近であれば、今古墳に関

心が高まっている中に、優れた方がいらっしゃいますので、そういう人たちと共に、

現在語れる人、そして若い中でそれを受け継いで語れる人を作っていくということ

が、本市の目標になってくるのではないですかね。  

会長：語り部ね、伝達、それが「守る」ということに繋がっていくと思いますが。こ

れも観光行政と関係してですが、高遠の桜が有名なので、その期間伊那市の観光協

会が実際に要請してやっている「いーなガイドの会」、それから高遠の「ふきのと

う」というガイドの会がありますが、そういう会も、私も両方顔をだしているので

すが、だんだん高齢化になってきて、語り部がいなくなってきて、案内ができなく

なってきているという実情もある。ですから、そういうのをもっと活性化していく

ような手段を行政と一緒に考えていく必要があろうかなと、まさにその時期にきて

いるような気がします。そして、そういう要望があった時に、すぐガイドの人をお

願いできるようなネットワークを観光と一緒に考えていく時期にきているのでは

ないかという気がします。そんなことも考えながら計画に反映していただければと

思います。他にはどうでしょう。  

委員：今東春近の古墳について言っていただきましたので。私自身が古墳の代表とい

うことではなくて、古墳の周りを整備してということで、結果的には前方後円墳の

発見に繋がって、ある意味非常に驚いているのですが、一つ私が思ったのが、その

計画が 10 年の計画ですよね。最初に見た時にやはり高遠、長谷の話が圧倒的に多

くて、伊那の話があまりなくて、あれ？と思ったら、それが今わかっている状況で

数にアンバランスがあるというだけであって、一番言いたいのは、これは 10 年計

画ですので、次の 10 年に、色々問題ありますよね、なくなることはないでしょう

けど、新しい発見を加えていくことが大事であって、今欲張りすぎると計画が網羅

的にというものはあまりよくないのではないか。それと、今委員が言ってくれたの

ですが、自分の所のおしゃべりできる人、私のところは学芸員が一生懸命に発掘の

時に話をしてくれて、私もそれでだいぶ勉強したのですが、まだまだ本心をついた

説明ができない。地区の中では我々のグループで何人か説明を立ててやるのです

が、どうしても中身、何が一番大事かというのはあまり伝わっていないのかなと。

ただ、子ども達が老松場を題材に劇を作るなんていう話が、これがもう２回目にな
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りました。子ども達がかなり動いてきているかなと、要するに大人より子どものほ

うが頑張るというか、いずれ子ども達が背負っていってくれるというのもあるのか

なと。という感想で申し訳ないです。  

教育長：大切なご発言があったと思います。さっき委員が言われたこと、どこかに書

いてあったなと思って、P1 序章の地図の下、「しかし、文化財の存在や価値を多く

の市民が共有できているとは言い難く」というのが、いちばん最初に課題めいたこ

とを書いているとすると多分ここでしょうね。このことについてどうするの？とい

うのが P108、ほんとに大事な指摘をもらったなという、この中に例えば、子ども

達の興味関心を十分に引き出しながら学ぶことができるようにすることによって、

地域全体の文化財に対する意識が高まると言えますよね。あるいは、公民館の講座

とか、そういうものを積極的に作っていくのだというような、地域で学ぶ、地域を

学ぶ、そういう機会を公民館の講座の中に積極的に入れるのだとか、例えば、さっ

きあった３つのエリアごとにある拠点的な施設で講座を積極的に組むとか。そうい

うようなことをしながら、皆さんへの啓発にあたることをやっていく。意欲付け、

意識付け。例えば、長谷の化石教室、ああいうのだって、とんでもなく大事なもの

なのだけど、だんだん参加者が少なくなっていくとか、毎年ちょっとずつ少なくな

っているとか。そういうのって、一方で、情報を出していく出し方が少し緩くなっ

ているとか、そういうようなことも言えなくはないのだろうなといまうかがってい

て思った。だから、そういうことを考えると、P108 の図なんかは、もうちょっと、

この図に関わってさっき情報の発信ということを言ってくださった、とすると、そ

うした内容をここに組み込んでいくことが必要なのではないかなと思いながらお

聞きしていたので、忘れないうちに一つ目を申し上げます。それから、よくわから

なかったからそこは触れないでいるのだが、P147、148 さっきお話に出た拠点施

設で、やはり拠点施設的なことを言うとすると、その施設が担っている役割を外し

たらだめだと思う。見ると、創造館と長谷公民館は学習拠点という言葉が入ってい

る。高遠町歴史博物館という中に、学習拠点という言葉は多分ないよね。ところが、

あそこは学習拠点として地元対象の機能を高めようと思って、必死になってやって

きた経過がある。そういうところがこぼれると、基本計画にあたるので、うんと慎

重でないといけないなと思います。これはお願いとして言っておきます。P147 最

初の所に題が 3 つ並んでいる。これ、言っている意味がわかるよね。3 行の題なの

だよ。この計画の部分部分を見た時に、わかりやすくスッと進んでいくなというの

は、上手にリード文にあたるものを活かしているところは、導かれるようにして次

にある内容をつかまえながら読んでいくことができる。ここのところは本当に 3 行

必要なのかと考えながら、内容でここのところを強調したいと思っている、例えば

伊那地域、高遠町地域、長谷地域、そういうところへ項目番号がついていくような

整理の仕方をしていくと良いのではないかな、構成等について少し考えてみるとこ

ろがあるかなとそんなことを思ったので、忘れないうちに言っておきます。  

会長：ありがとうございました。今のようなことを配慮しながら、案の検討をお願い
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したいと思います。他にはどうでしょう。  

委員：前回までに言えばよかったのですが、なんとなく自分ところを追っていくと

P69 春近社、「市の有形文化財に指定されている」とありますが、ここには括弧書

きで市指定文化財の文言が入らないのか。次の P70 には括弧書きで入っている。

確認していただきたいのと、P125 表の下から 4 番目に「老松場古墳群」とあるが、

東春近中殿島となっているが、これは中組ではないかと思うのですが、確認してい

ただきたい。それから、P143 真ん中ちょっと上に「木川」とあり、東春近渡場と

あるが、渡場でよいのかどうかわからないのですが、木川という地名は車屋にある。

それでどうなのかなとちょっと気になったので、確認していただければと思いま

す。それから、大事なことだと思うのですが、P157 最後になるのですが、どなた

か言っていただいたのですが、真ん中辺に一番大事なことですね、「必要に応じて

人員体制の充実を図る」という文言が気になり、必要に応じてという文言は本来は

いらない。これは絶対大事なことなので、人員体制の充実を図るのが重要ではない

かと思う。私は個人的な意見ですが、必要に応じてなんてことになると、増やさな

くてもいいのかなみたいな、そんなことが気になりました。  

会長：もっと積極的に、必要に応じる前にきちんと人的配置をして、確保をしてしっ

かりやりましょうということですね。  

係長：地名につきましては再度確認します。老松場については、ご指摘の通り明らか

に中組の地域に入ってくるかと思いますし、木川の地区はどちらかというと車屋と

思う感じがしますので。 

委員：認識ですが、歴史的なことはわからないので。  

係長：そこらへんも含めて確認をさせていただきます。先ほど最初にご指摘がありま

した、市の指定文化財になっているかいないかで、写真の下に入っているものとい

ないものがあって、落ちている部分があったり、逆になっていないのに間違えて付

いてしまっている可能性がありますので、その辺は改めて全部見直しをかけて、な

っているものはきちんと表示をするようにします。ありがとうございます。  

委員：読む時に、自分の地域のことに関心をもって、それまで出てきた点で、この P119

にあるように、関連文化財というこういうところ、ここは知らなかったのですが、

また勉強させていただいて、ストーリー性を持つということは非常に面白いなと。

ここでまとめられた形というのはそこからきていると思うのですが、ストーリー性

を大事に書かれたことに敬意を表したいと思います。つけても、P119 の 5 番、「天

竜川と三峰川」と書いてあるのですが、おそらく天竜川支流という思いもこの中に

入って書かれているとは、水という目で追った時に、支流も入ってくるのだなとい

うことを感じたわけですが、ポツと見た時に天竜川と三峰川と書いてあって、中を

見てみると「木曽川用水」も書いてある。これは小沢川のことですよね。支流とい

うのがあるとすれば、「天竜川と三峰川そしてその支流」とかスポットを当てれば、

これが違和感なく入ってくるかなと。いわゆる、水を求めて、水利という大きな問

題ですよね。これを書き込むのには、やはり小沢川がどうしても捨てられないもの
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だと私は思っている。今、水利権の問題で、未だに水枡検査をやっているという歴

史がある。このことは日本でも稀な事だと思う。これを大事に扱っていくというこ

とになれば、この支流の意味を大事に使ってほしいなと。そんな目で見た時にこの

「木曽山用水」という言葉が、どういうところなのかなと。ここを見ると、木曽山

用水は歴史文化資源が存在する地域で、伊那竜西、西箕輪と書いてある。前のほう

で言えば木曽川用水というのは奈良井川と書いてある。実際には木曽山用水を取っ

てくるところは、奈良井川の支流の白川なのです。そこらへんは耕地林務課で聞い

ていただいて、奈良井川の水を伊那側へという言葉が本当によいのかどうか。奈良

井川の支流には、白川と黒川があって、その白川と黒川が一緒になって奈良井川に

降りてくる。その白川から水を取っているのだと思います。そうすると奈良井川の

水を伊那に落としているのでなく、奈良井川の支流の白川から水を取水して、こち

らに落としているという、そういう歴史的なものは、私は間違っているかわかりま

せん。私が知る限りでは、そんな風なイメージでとらえている。その時にそちらの

ほうを木曽川用水と言う。下へ来ると与地なのですよね、ごめんなさい、上戸中条

井。ここにある写真や図版が非常にものをいうという言葉があったのですが、この

木曽山用水で映っている写真は、私は確認していないので何も言えないのですが、

これは奈良井川の支流の写真ではなくて、上戸中条井の写真ではないかと思いま

す。ところが線を引いてあるところを見ると、その場所に水色のポツがない。この

水色のポツは取水する取水口のところをマルポツしてある。そうすると、この木曽

山用水の写真は適当なのかどうか。そうでなければ水色のポツの場所を移動すると

か。歴史的な文化財というものの言い方でここに書かれているところを見ると、水

枡というものが非常に価値があって、伊那市でも大事に保存されて、権兵衛峠の上

にある。行ってみるとわかるように、朽ち果てて木の葉に埋もれていて標識も読み

づらい。そこへ行く案内も非常に明確ではない、そんなところをうかがい知る。あ

れはうんと大事な所だから、丁寧に扱ってもらいたいな、そういう意味で振り返り

ますが、支流というところにスポットを当てると伊那市は非常に井筋が多い。小沢

川も七区が今担当しているが、三井筋いわゆる今話をしている、上戸中条井、与地、

それから信大の所を流れくる井筋、これらがあり、そしてまた下流にはもっとたく

さんの井筋がある。そういうものがストーリー性の中で語られるのは面白いなと思

って見せてもらいました。そういう意味で、先ほど言ったようなところが何箇所も

木曽山用水という言葉が出できますので、木曽山用水って一体なんだなというとこ

ろをもう一度見返していただきながら、はっきりとそこら辺をしていただければあ

りがたいなと思います。細かいことを申し上げました。  

会長：非常に大事な所だと思いますので、また確認した上で検討していただきたいな

と。私も関連したことで、P144 そこに「井筋開発と堤」という小テーマがありま

して、「六道一番井と六道の堤と桜」というものが、これは今桜で有名になってき

て、そんな六道のあった人工で作ったのかいなんていうことを言う人もいたりする

ので、ここで、月蔵井というのを皆さんご存じですかね。三義の方の川と藤沢川と
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それが繋がっている。月蔵井のことが触れていない。六道井筋を作る時期とほぼ同

じ時期ですが、江戸時代、小豆坂トンネルをトンネルで水を通して高遠のお城に水

を引いてきている。そういう井筋が今でも残っている。それを抜いてしまったらま

ずいのではないのかなと。今想像しただけでもすごい。小豆坂の下を江戸の終わり

にトンネル作って持ってきている。そんなことも触れておいたほうがいいのではな

いかなと。あと、堤ということで、これは水の利用ということになると、色々なと

ころに堤がありますよね。六道の堤も非常に大きな大規模なものですが、金沢街道

のところに千代田湖なんていうものがありますよね。あれなんかも堤ですよね。水

を温めるために作ったもので。そういうもの。あるいは高遠高校の今グラウンドに

なっているところ、あそこにも堤があったのです。三峰川の河床よりも高いですか

ら、水の便が。だから、小原の地域では、五郎山から出でくる水を貯めておいて、

それを利用して水田に使った。そういう堤みたいなものも項目に入れておいて、検

証していく。あるいはそういう関係の書類、古文書も出でくるので、そんなことも

取り上げてみたらどうかなという感想です。だいぶ時間も経ってきましたが、何か

他にご意見ありますか。 

委員：今荒井区では区誌を編さんしようとしています。それをやっている訳ですが、

ああいう区誌だとが、町誌だとか、個人の研究室でもいいのですが、やはり作るこ

とに対して支援をしていただきたいなという気がします。例えば、この前、係の者

が各町内をドローンで撮影した地図がほしいと、伊那市へお願いしたが、ドローン

で撮影して云々ということは難しいからということで断られたとか、そういう市誌

や町誌を作る時にやはり支援がうんと大事だ、そういうことによってまた、伊那市

もこんなに協力してくれるから俺たちもう少し幅広くやっていこう、この市誌や町

誌というものは、この「知る」というところにほんとうに素地になっているもので

はないかなと思う。見る目で見ると、ここの部分は大事な文化財だなということが

わかってくるのではないかなと。そういう意味で、市誌や町誌を支援するとか活用

するとか、そういう部分をどこかに、実際には P115 あたりにも区や自治会に云々

ということが書かれていて、決してうたっていないわけではないです。これを全部

読んでみると。ですけれども、町誌や区誌という部分をクローズアップして、どこ

かに盛り込んでいただきたいなとそんな風に思いました。  

もう一点、今お盆を過ごしてみて、今あるお盆の形はどんな形で残っているのかな。

これも実は町誌あたりになるとあるのですが、今の形が残っていない。今の形とい

うのは、省略されてきているが守っている部分がある。そういう部分も、今荒井区

でやっているところが、25 年間だけの歩みにしてある。長い過去のことは、前の

歩みで作ってありますので、25 年ごと四半世紀というのは、我々の人生の中で変

わりえる一区切りではないかなと。25 年ずつきちんとその時々の民俗に関わった

ものだとかそういったものが書かれると、それが積み重なって、フィードバックし

た時に大事な財産になり、継続されてきているのだなということが良く分かる。そ

ういう意味では、こんな今行われている諸行事、そういったものを大事に扱うとい
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う部分を残すにはどうしたらよいか、という部分で考えられた記述も生まれてくる

のではないかなと思う。 

会長：今のことも編集の時にぜひ組み込んで考えていただきたいと思います。他にど

うでしょう。長谷の中尾歌舞伎、テレビで放送したり、子ども達と一緒にやったり、

俳優やなんかも長谷の地域でない人たちなんかも加わっているような話も聞きま

すが、現状について、できればサポートの面、経済的な面も触れられる範囲でお話

いただきたいなと思いますが。 

委員：元は長谷中尾地区の若者で始めたことですが、現状は今おっしゃったように市

内広く役者を求めています。駒ヶ根からも来ていただいています。中尾歌舞伎後援

会というものを作っていただいて、そこで子ども達用の衣装もかつらも作ってくれ

て、子ども達が上演するように準備もさせていただいています。今は中尾歌舞伎と

いっても伊那歌舞伎というくらいのイメージでおりますが、一応拠点は中尾に置か

せていただいています。先ほどから出ていますように、この夏も伊那公民館から子

ども達が大勢来てくれて、5 回に分けて勉強会というか体験をしてくれたのです

が、やはりこれから今までの方がおっしゃったように、子ども達に興味を持っても

らって、後を継いでもらったり、歌舞伎というものを知ってもらって、馴染んでも

らって、好きになってもらいたいなと思っています。  

会長：ありがとうございました。伊那部宿から何かありましたら。感想でも結構です

からもしあれば。 

委員：旧井澤家住宅ですが、元々酒屋は武家屋敷の跡で、初代の当主孫作さんがどう

いう間柄で譲り受けたかどうかわからないのですが、現在で 9 代目なのです。9 代

目というと、簡単に計算し、人生 40 年で計算しても 360、400 年なので、400 年

の時に旧井澤家住宅の造り酒屋ができたというと、歴史的に詳しいお客さんがみえ

るが、そんな時に造り酒屋なんかできたわけがないと言って、ものすごく反発を受

けて、実は元々は武家屋敷で引き継いだのが江戸時代の中期から後期にかけてとい

う説明をしたら、それなら納得できるというようなことがあったり、まだまだ色々

と調べて、歴史に残していくための資料にしなくてはならない部分がいっぱいある

と思う。それから先週山寺の方がみえて、伊那街道が山寺にもあるから、山寺の伊

那街道と伊那部宿と関係があるか知らないかと、わからないので、色々調べさせて

ほしいと言って、私の家に立ち寄った。伊那部宿の中に清水が 4 カ所あり、これは

4 カ所の清水というものを山寺の方も存じていて、ぜひ今日全部調べていきたい

と。オートバイできて、ずっと回ってみたと思うが、清水そのものはどういうもの

だと聞いた、伊那部宿そのものは当初水が非常に不便なところで、全く水のない地

域で、横山のほうから治水を引いて、上荒井からずっと水を引いてきて、今でも水

の争いではないけれど、止められたら全く水がなくなってしまうような状況で、た

またま昭和に入ってからの火災で総Ｕ字溝になったものだから、その点では非常に

水の不便さはなくなったけれども、当時は水で血の雨が降ったというくらいの地域

なのです。荒井区の皆さんに対しても申し訳ないけれど、夜中にいって木の葉に隠
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れていて水の取り合いをしたというような話をよく聞いたのだけれども。そういう

地域であるからこそ、もう少し深く調べていくと、なにか違った歴史感が出てくる

のではないかなというような感じがいたします。  

会長：ありがとうございました。それでは時間もきましたので、事務局にお返ししま

す。お願いします。 

次長：貴重なご意見をありがとうございました。こちらのほうでもなかなか落ちてい

る点ですとかそういったところ、入れるところはしっかり入れていきたいと思いま

す。ただ、どうしてもこういった実施計画、その施設を整備する計画ではないので、

どうしても総花的に書かざるを得ないところもあるので、考え方としてこういった

考え方を入れていきますということで整えていきたいと思いますし、今まで連携が

不十分とか、優れた情報を発信するとか、ストーリーを作っていく時にこういった

視点がないということは、本当にその通りだと思いますので、そういったところを

参考にさせていただいて変えていきたいと思います。先ほど、細かいのだけどとい

うことでご指摘いただいたことがいくつかありますが、そういったところは非常に

重要でして、間違えて載せるというわけにはいきませんので、お気づきになった点

があれば、この会議の後でもずっと結構ですので、細かいところ、ここがおかしい

のではないのというところがありましたら、どんどん事務局のほうにお知らせいた

だければと思います。本日はありがとうございました。  

４ その他 

課長：「４その他」事務局のほうで 

係長：貴重なご意見ありがとうございます。10 章についてはご覧になっていただい

て、推進体制について書かせていただいていますので、落ちている団体や、こうい

ったこともあったほうがいいのではないかということがありましたら、ご指摘いた

だければ幸いです。またご連絡いただければと思います。それと、皆さんのお手元

にご意見をいただくための用紙をご用意させていただきました。本日沢山出してい

ただきましたが、言い足りなかったとか、あるいは細かな事だから言わなかったけ

れどもということがありましたら、その紙に書いていただいても結構ですし、一番

下にメールアドレスを載せたので、この紙に書くほどでもないからいいやというこ

とがあれば、電子メールでも結構ですので、ご指摘いただければ大変ありがたいな

と思います。再構成する絡みもありますので、期限を切って申し訳ありませんが、

9 月 3 日(日)、お休みの日でも電子メールを出せるといった想定でそうさせていた

だきました。多少の誤字脱字だとか含めまして、もう少し考えてから出したいとい

うことであれば、そういったことでも結構ですので、またご意見をメールしていた

だければと思いますのでよろしくお願いします。次回開催日につきましては、そこ

に示してありませんが、11 月上旬あたりを想定しています。また、ご連絡をさせ

ていただきますのでよろしくお願いいたします。事務局からは以上です。  

５ 閉会（15：36）課長 

 


